
 

 

 

 

 

本講座では、子ども一人一人への理解を、学級・ホームルーム等の集団の中での

指導・支援にどのように生かしていくかについて考えます。 
 

 基調講演  

「児童生徒理解の転換期」 

講   師 京都教育大学大学院 連合教職実践研究科 教 授 片山 紀子 氏 

 パネルディスカッション  

「子どもの理解を基盤とした指導・支援の実際」 

        

 

 

 

 

 

 

▶ 期   日   令和３年 ８月 １８日 （水） 9：30～16：00  （入室受付 9：15～9：30） 

▶ 会   場   オンライン（Zoom）による開催 

▶ 募集定員   ２００名（先着順） 

（小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校教職員及び教育関係者） 

▶ 参 加 費   無料 

▶ 申 込 み   総合教育センターホームページ内専用 web サイトより参加者１名につき、１ 

台の端末でお申し込みください。 

▶ 申 込 先   栃木県総合教育センタートップページのバナーより専用 Web サイトをご案内 

いたします。 

ＵＲＬ http://www.tochigi-edu.ed.jp/center/  

 

▶ 申込期間   令和３年６月１日（火）～ ７月 30 日（金） 
 

※本講座は、中堅教諭等資質向上研修の選択研修として受講することができます。 

※募集定員を超えた場合には先着順にて受講者を決定いたします。 

※新型コロナウイルス感染症の対応により、開催方法等を変更する場合がございます。その際は 

総合教育センターWeb サイトよりお知らせいたします。 

 問合せ先  教育相談部   ＴＥＬ ０２８－６６５－７２１１  

パネリスト  野木町立佐川野小学校 教 諭 小谷野 早苗 

  大田原市立金田北中学校 教 諭 増 渕  孝 行 

  県立足利清風高等学校 教 諭 森  邦 子 

指導助言者  京都教育大学大学院 連合教職実践研究科 

   教 授 片 山  紀 子 

 

令和３（2021）年度 教 育 相 談 特 別 講 座 

テーマ   多様な子どもたちに学ぶ 

～一人一人への理解を集団に生かすために～ 



  

 

 

 講師  京都教育大学大学院 教授 

  

片山
かたやま

 紀子
の り こ

 先生 

 

◇ プロフィール 

奈良女子大学大学院人間文化研究科比較文化学専攻博士後期課程修了、博士（文学）。現在、

京都教育大学大学院連合教職実践研究科生徒指導力高度化コース教授。教室における規律形成

のあり方や方法、それに付随する学級経営の方法、学校としての生徒指導体制を研究テーマと

している。 

 

◇ 研究分野 

 教育学  

専門は、アメリカの生徒懲戒制度で、体罰や停学・退学および生徒懲戒リスク等についての 

研究をこれまで行ってきた。現在は、どのように生徒指導で２１世紀型能力を育むのかについ

て研究を行っている。 

 

◇ 所属学会 

日本比較教育学会 

日本生徒指導学会 

アメリカ教育学会 

 

◇ 主な著書等 

『三訂版 入門生徒指導』（単著、学事出版、2018 年） 

『できてるつもりのアクティブラーニング』（共著、学事出版、2016 年） 

『教師のためのコーチング術』（共著、ぎょうせい、2016 年） 

『知ってるつもりのコーチング』（共著、学事出版、2017 年） 

『やってるつもりのチーム学校』（共著、学事出版、2017 年） 

『「深い学び」を支える学級はコーチングでつくる』（共著、ミネルヴァ書房、2017 年） 

『対話を生み出す 授業ファシリテーション入門 ～話し合いで深い学びを実現～』 

                                （共著、ジダイ社、2019 年） 

  『実践・事例から学ぶ生徒指導』（共著、トール出版、2020 年） 

  『職員室をつくる承認の科学』（共著、ジダイ社、2021 年） 

『日米比較を通して考えるこれからの生徒指導』（共著、学事出版、2021 年） 

ほか多数。 

 

 

講師の紹介  


